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●住民同士が助け合う体制（共助）の確立

目標・方向性

全地域が「地区防災計画」を策定するよう取り組む

地域による震災訓練等の充実を図る

学校園が防災教育を推進できるよう支援する

【東成区】
 自主防災組織の技術訓練を実施、職員震災訓練の実施
 全地域による震災訓練の充実化、防災講演会の開催
 地区防災計画策定に向けた取り組み
 中長期を想定した避難所運営訓練に係る取り組み
 避難所運営備品の整備（プライベートルームなど）
【大阪市】
 防災ｽﾋﾟｰｶｰ（同報系防災行政無線）の緊急拡充整備
 災害救助物資の備蓄、防災アプリのリリース
 市民防災マニュアル・ハザードマップの発行

これまでの取り組み実績

主な具体的取り組み

●東成区 → ２８年度予算額 ３，８７２千円

 地域による「地区防災計画」の策定への取り組み
 東成区災害時協力企業等登録制度に係る取り組み
 中長期を想定した避難所運営訓練に係る取り組み
 学校園への防災教育支援、防災特集記事による広報
 避難所運営備品の拡充（プライベートルームなど）

●大阪市

 防災ｽﾋﾟｰｶｰ（同報系防災行政無線）の緊急拡充整備
 災害救助物資の拡充

※避難所生活者数 34万人1日分 → 53万人3日分
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●区民の防犯意識を高め、街頭犯罪が起こ
りにくい地域環境整備

目標・方向性

防犯意識を高め、自主防犯活動の促進を図る

子どもの自主防犯意識の向上を図る

警察等と連携した防犯対策の取り組みを図る

【東成区】
 子ども防犯教室の開催、あんパトによる地域巡回
 自転車盗防止ﾎﾟｽﾀｰのｺﾝﾋﾞﾆ等への掲示（約120か所）
 街頭犯罪の地図上の見える化、地域による青パト巡回支援
 安全安心ﾐﾆﾌｪｽﾀの開催、ひったくり防止ｷｬﾝﾍﾟｰﾝの実施
【大阪市】

 防犯カメラの設置・設置補助

 青色防犯パトロールによる夜間地域巡回（委託）

 街頭犯罪抑止チーム（自転車）による夜間地域巡回（委託）

これまでの取り組み実績

主な具体的な取り組み

●東成区 → ２８年度予算額 ４，０５６千円

 子ども防犯教室の開催、あんパトによる地域巡回
 安全・安心ミニフェスタの開催 など

【東成区】
・防犯カメラは、犯人の検挙、防止・抑止の観点
においても大きな効果があることから、学校周
辺を中心に防犯カメラを設置し、 街頭犯罪等
の抑止を図る。
・11台設置予定

【大阪市】
・子どもを犯罪から守るため、通学路や公園等
に防犯カメラ設置を重点的に実施する。
・「見守り防犯カメラ」を３年で1,000台設置する。
・平成２８年度 約350台設置予定

連
携

本市事業と合わせ防犯カメラ
を設置する

※平成27年の街頭犯罪７手口の認知件数は710件となり、前年
の777件から約8.6％減少しています。

 青色防犯パトロールによる夜間地域巡回

●大阪市

防犯カメラの設置
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